
松林地区の自治会では50台近くのデジタル無線機（総合通信局登録制の高感度携帯型無線機）を保有していますが、現在アマチュア無線家の協力を得て災害時の通信手段としての活用訓練を実施しています。
先ず、大規模災害の発生前または発生後には、各自治会において災害対策本部を設置し、避難の有無、避難先、安否確認、救出救護、消火活動、負傷者の搬送や受け入れ先など、住民との速やか情報伝達が必要となります。しかしながら携帯電話やスマホ等の通信手段は制限され情報伝達が困難となります。
そこで活躍するのがデジタル無線機です。各自治会対策本部では直ちにデジタル無線機を立ち上げ、自治会内の各地区や班との情報のやり取りを実施し対策本部へ報告しながら本部の対応策を伝授致します。

災害後暫く経過すると、住民の食料や水の要望・地区ごとの災害状況･安否確認などの市役所との交渉が始まります。これらは現在小中学校が拠点場所となっていますので、デジタル無線を持った拠点班員を派遣し自治会本部の要望を逐次伝えます。拠点班員はその結果を市役所の配備職員と交渉し要望を伝え、結果を自治会本部に無線で伝えます。
また、災害後余裕ができれば自治会同士の連絡も取れ、お互いの情報共有や用具の融通など話し合うこともできるものと思います。

このようにデジタル無線は災害に大きな役割を担っていますので、災害時にいつでも使えるように日頃の準備が必要となります。
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